
第４回講座資料 

第２期「田辺市地域コーディネーター養成講座」（平成21年度） 

 

 

 

 

支え合いに愛を！ 

支えあう心に地域づくりを！！ 
 

～福祉と若者・福祉と高齢化～ 
                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時：平成 21年 12月 20日（日曜日） 13時 30分～ 

場所：田辺市民総合ｾﾝﾀｰ ２階交流ﾎｰﾙ 

 

主催 田辺市教育委員会 
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『人が輝けば！地域も輝く！！』 

              ～地域づくりに浪漫
ろまん

を求めて～ 
 
１．目  的 
  各地域において、公民館と連携して地域づくりを支える人材の育成を目指し、

地域課題解決への手がかりや、地域資源を活用した地域づくり活動の進め方など

を学ぶ連続講座を開設します。 
 
２．主  催  田辺市教育委員会 
 
３．協  力  和歌山大学 
 
４．開催日時  平成２１年１２月２０日（日曜日）１３：３０～１６：３０ 
 
５．会  場  田辺市民総合センター ２階交流ホール 
 
６．日  程 
（１）１３：３０～１４：２５ 
  講義①  

テーマ：『若者支援の現場から』 
    講 師：NPO法人ﾊｰﾄﾂﾘｰ・南紀若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ 
         訪問支援員 南 芳樹 
   講義② 
     テーマ：『本宮地域の高齢者の現状と課題』 
     講 師：田辺市社会福祉協議会 本宮地区事務所 折戸 瑞穂 
 
（２）１４：２５～１４：３５  休憩 

 
 （３）１４：３５～１６：００   

ワークショップ（グループ討議） 
     ・テーマ：「若者・高齢者が抱える課題をどう解決するか！」（案） 

・ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：和歌山大学理事・副学長・生涯学習教育研究ｾﾝﾀｰ長 
  堀内 秀雄 

      
    
（４）１６：００～１６：２５ 

研究発表に向けての各グループの企画書検討 
 

 （５）１６：３０  閉会 
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※閉会後、チーフ会議を行います。 
講義①『若者支援の現場から』 
 

NPO法人ハートツリー・南紀若者サポートステーション 
訪問支援員 南 芳樹 

 
Ⅰ、今、若者が抱える課題 
○青年たちが抱える「生きにくさ」 
→「～でなければならない」…周囲の目・親からのプレッシャー 
→「当たり前が出来ない自分」…当たり前が出来ていない自分が「嫌い」・強い自己否定 
→ネガティブな思考が強い…99％楽しくて 1％嫌だった体験＝結果として全部嫌だった 
※なぜ、若者は自分自身を肯定できないのだろうか？？ 
 
Ⅱ、自己肯定を持てない社会 
○勝ち組、負け組という概念 
高学歴・高収入社会の中で「勝ち組」「負け組」という言葉の出現 
→若者、大人の価値観の中に「負け組」＝ダメな人間という意識 
※人間の価値が学歴や収入だけで判断される安易で危険な社会 
 
○様々な評価に疲れる若者 
週刊誌の特集記事 
「東大に入れるためのお弁当レシピ」「モテ子・ブス子の行動様式」 
→学校の成績以外でも評価される環境で若者は日々さらされる現実 
※「ありのままの自分でよい」と到底思うことができない現実がそこにはある。 
 
○「ふつう」と「個性的」（「ふつう」を認められない保護者や大人） 
例）「何か一つ、何でもいいからこれだけは誰にも負けないものを持たせたい」 
例）「自信がない子なので、これだけはできるという特技を身に付け、自信をつけさせたい」 
→人に負けないものを持っている子はごく一部。大多数の「ふつう」の人が縁の下の力持ちを

して、社会を支えている。 
※自分がそこにいてもいいという安心感は、「何かできる」という特技を自分にトッピングす

ることで生じるわけではない。 
結果として、「今の自分のままではダメだ」という無力感を感じ、自分を肯定することは難し

い。 
 
 
Ⅲ、自己責任の独り歩き 
○自立の言葉の意味 
何でも自分ひとりで、何でも自己責任で、人生を背負っていくことではない。 
→社会を形成して行く中で、「自分一人ではダメ、他の人も協力して、助け合っていこう」と言

えるようになることが「自立」。 
※結果が伴わないのは、本人の努力が足らないという論理は、若者や貧困者を更に追い詰める

結果となる。 
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Ⅳ、地域における若者支援の在り方 
○ひきこもりや課題を持つ若者への理解 
悩みや苦しみを抱える青年を理解し共に支援していくための協力体制。 
→ひきこもりに関する市民講座の開催（毎年開催の啓発事業、助成金での講座開催など） 
→各種イベントへの参加やボランティア参加 
→ボランティアを講師とするイベントの開催など（アロマセラピーや手品ショーなど） 
 
○農業体験や就労体験などの社会体験の提供 
ひきこもりの青年や課題を持った青年を理解し協力していただける一般の事業所や NPO 団体
などでの就労体験やボランティア体験の実施。 
→地域で体験し、地域で力を身に付け、地域で彼らの肯定感を高めていくことが社会参加への

大きな一歩であり、同時に大きな壁でもある。 
 
○社会体験を通して多くの人との関わり 
→田辺青年ネットワークと協同での「田辺散策・風鈴作りとバーベキュー体験」 
→県内 3か所の「ひきこもり者社会参加支援センター」との 1泊 2日の合同合宿 
※不特定多数の方との関わりを持つことで膨らむ、本人の世界。社会との繋がりの実感。 
 
Ⅴ、今後の課題として 
○青年への早期的なアプローチ 
学齢期の不登校児やしんどさを持つ若者へは対応が早ければ早いほど予後はいい。 
→教育関係機関や保護者との連携が必要不可欠 
※支援組織と当事者との間で橋渡しする役割の必要性 
＝地域コーディネーターのあるべき姿？？（南の理想として） 
 
○特別なニーズを持つ青年への支援 
→広汎性発達障がいなどへの対応…医療・福祉機関との連携が必要不可欠 
→専門性の獲得…スタッフの精神保健福祉領域の知識や専門性。 
→環境の整備…地域の理解と協力体制。 
※次世代の担い手を地域で支援していくことの重要性。 
 
○支援者の人材育成の課題 
若者（ひきこもりを含む）支援は、奉仕活動であってはならない。 
※「自己責任・家族責任」ではなく「社会的責任」である。 
→福祉に携わる職員の環境の改善 
→若い世代の職員育成 
 
 
 
 
 
 




